
 

 

 

熊本大学工学部 
オープンキャンパス

2025 
 

令和７年 8 月２日（土） 
10:00-15:00 

Faculty of Engineering Kumamoto University 



日時：令和７年８月２日（土）　１０：００～１５：００
受付：熊本大学黒髪キャンパス南地区 C８（工学部2号館）１階ロビー

◇全体スケジュール◇

学部長挨拶
学科・課程説明会

◇学部長挨拶・学科・課程説明会（１０：００～１０：３０、１３：００～１３：３０）
工学部の全学科・課程の説明を聞くことができます。
C８（工学部2号館）にお集まり下さい。
※午前・午後の部では、それぞれ同じ内容の説明を行いますので、お好きな時間帯にご参加ください。
（午前・午後の途中からの参加も可能です。その際は一度C８（工学部2号館）にお立ち寄りください。）

◇研究室公開
工学部全学科の研究室を公開しています。興味のある研究室を自由にご見学下さい。
公開場所はP.16～P.17の一覧表とキャンパスマップを、研究テーマの内容はP.2～P.11の各学科ページをご覧下さい。

◇半導体デバイス工学課程質問コーナー C８（工学部2号館） 1階２１２教室
半導体デバイス工学課程の質問コーナーです。また研究テーマ例や半導体サンプル展示等も設けております。
どなたでもお気軽にお越しください。

◇なんでも質問コーナー  C８（工学部2号館） 1階ロビー
入試、キャンパスライフ、奨学金、寮、カリキュラム、留学、就職に関することなど、お気軽にご質問下さい。

◇ガールズ進路相談室  C８（工学部2号館） ２１１教室
主に女子高校生を対象として、現役の女子大学院生や女子大学生による進路相談コーナーを設けますので、
気軽に参加してください。出入りも自由です。友人、ご家族、先生との同伴でも構いません。何でも自由に相談してください。

１３：００～１３：２０
１３：２０～１３：３０

 ９：３０～
午前 内容 場所

C８（工学部2号館）１階ロビー受付

 熊本大学工学部では、高校生及び受験予定の方を対象にオープンキャンパスを実施します。
 大学の授業について，大学の研究について、入試について、実際の大学生活はどのようなものかなど、みなさんの
疑問を解消するための１日です。大学の先生や大学生の先輩の話を聞いてみましょう。自由に見学してください。

午後
１２：３０～

C８（工学部2号館）
C８（工学部2号館）

１０：００～１０：２０
１０：２０～１０：３０

１０：３０～１２：００ C８（工学部2号館）１階２１１
なんでも質問コーナー C８（工学部2号館）１階ロビー
ガールズ進路相談室１３：００～１５：００

１０：３０～１２：００ １３：３０～１５：００
１０：００～１２：００ １３：００～１５：００ 半導体デバイス工学課程質問コーナー C８（工学部2号館）１階２１２

研究室公開 P.16～P.17をご参照下さい。１３：００～１５：００１０：００～１２：００

熊本大学工学部オープンキャンパスへようこそ

工学系女子大学生&院生があなたの相談にのります！
気軽にお寄りください！



 

  
 

研究室公開 

テーマ紹介 
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社会基盤工学教育プログラムの研究室公開テーマ（工学部２号館）

魅力的で持続可能な社会や生活環境を実現
土木建築学科は、未来に向けて豊かで魅力ある生活環

境を提供し、自然と人間社会の共生や地域文化の育成

に寄与する人材の育成を目指す、自然・生活・文化を

対象とする工学部唯一の学科です。

本学科は、社会基盤工学、地域デザイン、建築学に関

する高い専門知識を有し、社会に対して専門技術とと

もに政策立案面からも貢献できるエンジニアを育成す

ることを目的としています。２年次からは、社会基盤

工学教育プログラム、地域デザイン教育プログラム、

建築学教育プログラムの３つの専門教育プログラムに

分かれて学習します。

「Ｋプロジェクト」建築学教育プログラムの教員によるプロポーザル作品

学 科

紹 介

土木建築学科 Department of Civil and 
Environmental Engineering and 
Architecture

橋の力学社基-１

地域デザイン教育プログラムの教員がデザインに関わった白川緑の区間が

2015年度グッドデザイン賞を受賞

都市の姿や人や車の

動きの分析および課

題解決のための政策

の評価

風景の魅力を引き出

す景観デザインや、

人の居場所を創出す

る都市デザイン

地域の風土に根差し、

日常に繋がる、持続

可能なソーシャルイ

ノベーション

建築や都市空間がど

うあるべきか考え設

計・デザインする

人間の行動と空間の

関係、日本や西洋の

建築史を知る

健康で快適な建築空

間(音・光・空気)に

ついて理解する

安全な建築の構造、

建築を構成する材料

について学ぶ

社会基盤工学 地域デザイン 建築学

橋梁、道路、トンネ

ル、地下空間などの

社会基盤の設計・維

持・管理技術

災害に強い、災害を

低減するまちづくり、

社会づくり

河川、海岸、大気な

どの環境評価、環境

保全技術

社会基盤工学教育
プログラムのＨＰ

X線CTで紐解く地盤の秘密社基-2

X線CT（コンピュー
タ断層撮影）は、物
体内部の構造を非
破壊で高精度に可
視化できる技術で
す。X線CTを用いて
地盤内部を3次元
的に可視化し、粒
子レベルの挙動を
リアルタイムで観察
することで、液状化
のメカニズム解明
や洋上風力発電の
基礎設計など、安
全・安心な社会イン
フラの構築に貢献
する最先端の研究
を紹介します。

豪雨などによる河川
の氾濫や浸水は、地
形や流れの特性と深
く関係しています。私
たちの研究室では、こ
うした水害の仕組み
を理解し、安全なまち
づくりに活かすことを
目指しています。模型
実験や数値シミュレー
ションを用いて、川の
流れや氾濫の様子を
再現し、その背後にあ
る物理現象をわかり
やすく紹介します。

（社基-3）都市における内外水氾濫の機構と対策を

模擬できる実験模型

土木技術者が、橋を設計・架設しています。皆さんがいつも利用している橋には、
橋自体の重量やトラックなどの交通荷重が作用しています。高校で勉強している
物理（力学）は構造物の設計にどう活用されているのでしょうか？
数値シミュレーションや力学模型を展示し、わかりやすく紹介します。

（社基-1）橋を吊り上げて架設（建設）しているところです。

架設の際にも、材料や力学の知識が必要です。

（社基-2）X線CTによる画像解析の一例

河川のふるまいと水害のメカニズムを探る社基-3
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建築-１ 在学生の設計作品展示

学生設計作品の展示

１年次から卒業設計・修士設計まで

の学生作品を展示します

学部１年から修士２年までの
設計作品を展示します。１年
次の空間デザイン演習では図
学や造形の基礎を学び、２年
次には木造住宅や小規模建築
の設計、３年次には公共建築
や街づくりにつながるグルー
プ設計などの課題に取り組み
ます。卒業設計では自分で
テーマを自由に設定し、集大
成の作品に取り組みます。

計画系

私たちは変化し続ける社会に
対応して、常に新しい建築や
都市のあり方を探求する必要
があります。計画系分野では、
建築家の意匠論、日本や世界
の建築・都市の変遷を学び、
最先端のテクノロジーによる
設計・施工方法の開発し、新
たなパースやリノベーション
の手法を開拓するなど、総合
的な建築学の研究を行ってい
ます。

構造・材料系
建築物は、地震、台風などの
自然災害や爆発などの人為災
害から人命を守る器である必
要があります。また、人の暮
らしに欠かせない建築物は環
境への影響を考慮し、持続的
でなければなりません。それ
らを実現する建築構造・材料
の技術について紹介しま
す。鉄筋コンクリート梁の曲げ載荷実験

構造部材である鉄筋コンクリート梁

の強さを曲げ載荷実験により調べて

います。

環境系
建築環境工学は、音・光・
熱・空気の視点から快適な建
築を設計する学問分野です。
熱の展示：都市の緑化を支援
しつつ熱的な快適性を実現す
る休憩スペース。
音の展示：音の可視化装置や
鉄筋で作った鉄琴など、音響
理論に基づいた音の仕掛け。
音響実験室の見学もできます。

建築学教育プログラムの研究室公開テーマ（工学部百周年記念館）

建築-２

詳しくはホームページをご覧ください。

土木建築学科 https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/department/dept1/

建築-４建築-３

ウォーカブルなまちを目指して地域-3

画像認識AIで守る、まちの安全 ～交通事故
リスクの見える化～

地域-１

私たちの研究室では、画像認識AIを活用して、交通事故のリスクが高い
交差点を予測する研究を行っています。
画像から得られる交通環境データをAIが解析し、危険箇所を「見える化」
することで、安全なまちづくりを目指しています。

（地域-1）XAI（説明可能なAI）による、判断理由の可視化

地域デザイン教育プログラムの研究室公開テーマ（工学部２号館）

ギリシア古代都市ペラの調査風景

宮殿跡から出土した建築部材を

実測しています。

（左上）響きの無い実験室「無響

室」（右下）熊本市古町地区の気流

解析結果

地域デザイン教育
プログラムのＨＰ

建築学教育
プログラムのＨＰ

環境や社会に対する様々な
課題を解決するために、こ
れからの街は自動車中心か
ら人中心の街へと変わろうと
しています。歩きやすく居心
地の良い、ウォーカブルな街
です。そのためには，街路な
どの公共空間のデザインが
大切です。ここでは，景観デ
ザイン研究室が実際に取り
組んでいるデザインについ
て、模型などを通して紹介し
ます。

（地域-3）ウォーカブルなまちのデザイン

水質と 環境地域-2

この世界を流転する水は、私たち人間を含めいろい
ろな生き物と関わりを持っています。私たちが世界の
共有財産である水と心地よくふれあい、健康に暮らし
ていくためには、水の質を把握することが必要です。
そうして、水質を形成する環境のあり方を導く研究を
行っています。

（地域-2）私たちと水環境
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機械数理工学科
Mechanical and Mathematical Engineering

ヒトにやさしいモノをつくる。
モノを生み出すヒトをつくる。

学 科

紹 介

機械数理工学科では機械と数理の様々な分野において世界トップレベルの研究を
実践しています。本学科では、機械工学、機械システム、数理工学に関する高い専
門知識を有し、それらを組み合わせて広範な問題解決に活かせる分野融合型技術者、
研究者、教育者を育成することを目的としています。

機械-2

C3 工学部研究棟Ⅰ

機械数理工学科公式X
★フォローしてください★
入試情報、学生・教員の

教育研究活動をリアルタイ
ムでお届けします。

移動ロボットの三次元
環境認識や触覚センサ
の展示を行います。

ロボットのセンサを紹介します

機械-3 制御って何だろう？

磁気浮揚システムを例
として、機械を動かすの
に必要な制御について
実演しながら分かりや
すく解説します。

機械-1 沸騰させて冷却！

十

階

１

０

０

２

室

冷却中
グツグツグツ・・・
冷却しています。

沸騰冷却の研究を
紹介します。

機械-4 動きを捉えるロボットビジョン

研究室のコンピュー
タビジョン研究を紹
介します。

変形して運動する物
体を追跡するデモを
行います。

二

階

２

０

３

室

機械-5 原子レベルの凸凹を捉えてみよう

「視る」のでは
なく、「触る」タ
イプの顕微鏡
を使 い ナノ テ
ク ノ ロ ジ ー を
紹介します。

一

階

１

０

５

室

二

階

２

０

３

室
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機械数理工学科Webサイト
https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/department/dept2/

イベントや受賞などの学科のニュースを
記載しています。

S9 研究実験棟

機械-7 プロペラまわりの流れを
みてみよう！

流
体
機
械
工
学
実
験
室

ドローンが受ける吹き返し
の影響やドローン用プロ
ペラの開発に必要なプロ
ペラまわりの流れや表面
圧力を計測する方法につ
いて紹介します。

機
械
流
体
工
学
実
験
室

機械-6
環境に優しい微細な水滴と
泡の発生システム

ミストおよびマイクロバ
ブルの発生システムの
実演を行います。

太陽電池駆動水質浄化システム

数理-2

作図不可能問題を折り紙で解決する！数理-3

物理現象をコンピュータで再現しよう！ 数理-4 計算機を使ってデータ解析をしよう！

数理-1 最短経路を探索しよう！

W5 工学部研究棟Ⅳ

二

階

閲

覧

室

三

階

会

議

室

三

階

数
理
会
議
室

パソコンを使った
流体の数値シミュ
レーションなどを
体験できます。

三

階

セ
ミ
ナ
ー
室

S8 衝撃実験棟

機械-8 超高圧によるリンゴの軟化実験

爆
発
ピ
ッ
ト

爆薬を使った実験
を行います。

E5 自然科学研究科研究棟

機械-9 すべらない「すべり学」

五

階

５

０

４

室

「すべり」の現象を
探ってみよう！

「すべり方」を変える
しくみを見つけよう！
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情報-1 

人の触覚はまだまだ多くの未知が隠されています．そ

の未知を解明しながら，上手バーチャルリアリティ 

(VR) 技術を利用した触覚インタフェースに触れてみ

ましょう． 

触って感じるディスプレイ 

情報-2 

え？これ◯◯で出来てるの！？身近な食品を使った模

擬臓器。本物の外科医が手術の練習に使っている機器

を使って実際に手術体験をしてもらいます。なんと手

術の上手さが点数で出てきます。みなさんは外科医の

腕前を超えられるか！？ 

リアルな感触！模擬臓器でプチ手術体験 

あなたの手術の腕前は何点かな？ 

情報-3 

1 本のケーブルで毎秒数百ビットを伝送できる装置と、

それに直結して量子計算やレーダ信号処理の計算を行

うためのハードウェアを展示します。高性能計算システ

ムの設計手法もデモでお見せします。 

超高速ネットワークと計算システム 

情報電気工学科 

スマートフォンやテレビ，デジタルカメラ，コンピュータ

ーなど「ものづくりの日本」を代表するこれらの製品は，

情報・電気・電子工学分野の高い技術で支えられていま

す．これらの情報電気電子分野に関する深い専門知識を

備え，各領域相互の関連性ならびに人間や環境との関わ

りを総合的に理解して，その専門技術を人類の福祉に供

することのできる豊かな創造力を備えた技術者・研究者

を目指します． 

情報と電気のテクノロジで未来を切り拓く 
学 科 

紹 介 

情報工学教育プログラム 

 

Computer Science & 

Electrical Engineering 
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詳しくはホームページをご覧ください 
情報電気工学科 https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/department/dept3  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

電気-1 

日常の無駄になっているエネルギーで電気を発生させ

る、エナジーハーベスティングを知っていますか？いろ

いろな圧電材料で発電してみましょう． 

エナジーハーベスティングを体験してみよう 

電子-1 

高速に通信できる携帯電話や IoT 技術等の無線通信

技術を支える最新のアンテナ技術についての研究結果

について説明します．無線技術に興味を持つ方のご来

場をお待ちしています． 

未来の無線通信を支えるアンテナ技術 

電子-2 

一見，何の変哲もない椅子．しかし，「ヘルスモニタチェ

ア」は，座った人が気付かないうちにその人の心拍や呼

吸を計ってみせます． 

ヘルスモニタチェア 

～座るだけで心拍・呼吸を計る～ 

配置図 

W2 

W2 総合研究棟 

電気工学教育プログラム 

 

電子工学教育プログラム 

 

総合研究棟 ２階 

トイレ 

エレベータ 

ホール 
情報-1 

情報-2 電
気

-1
 

電子-2 

電子-1 

サークル 

KuMA 

サ
ー

ク
ル

 

S
o

le
il
 

情報-3 

情報電気工学科 Ｘ および 紹介動画 
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現在と未来を支える材料・化学物質を開発する
材料・応用化学科では、物質科学を幅広く学ぶこと

ができます。卒業生の多くは「豊かで幸福な生活を支

える物質材料の開発」に関わる研究者・技術者として

活躍しています。社会インフラを支える物質材料、電

気などのエネルギー創製や環境問題解決に必要な物質

材料、私たちの生命を支える医療材料や生物資源など

の開発を行うだけでなく、それらを深く調べることで、

社会に貢献しています。基礎から応用までの一貫教育

を通して、皆さんが物質材料に関する様々な社会ニー

ズに応えらえる人材となることを支援します。2年次

からは、皆さんの興味・関心に応じて、次の三つの専

門教育プログラムから専門を選択することが出来ます。

学 科

紹 介

材料・応用化学科 Department of 
Materials Science and 
Applied Chemistry

エネルギー問題や環
境問題を解決する固
体触媒を開発する。

夢のナノシートを開
発し、その機能を産
業に応用する。

新機能をもつ高分子
で、その新しい可能
性に挑戦する。

光で操る・光を操る
分子材料を開発する。

固体表面の構造と機
能を制御して、高機
能な電極を作成する。

DNAやタンパク質の構
造や機能を調べ、コ
ントロールする。

先端ナノ材料で新し
い医療を可能にする。

微生物の力を生かす
先端技術を開発する。

医薬品製造で残存す
る毒素を取り除く。

超臨界流体で有用な
天然物を抽出する。

計算シミュレーショ
ンとAIで医薬品や機
能材料を発見する。

物質材料工学 応用物質化学 応用生命化学
持続可能な社会へ向け
物質材料の研究・開発
を行い、材料科学分野
で世界をリードしてい
ます。

サステナブル材料

鉄鋼材料など

モビリティ材料

マグネシウム、チタン

アルミニウム、など

インテリジェント材料

半導体、形状記憶合金、セラ

ミックス、ナノカーボンなど

物質材料工学教育プログラムの研究室公開テーマ（マグネシウムセンター、東京エレクトロンイノベーションプラザなど）

美しい！ ビスマス・アクセサリー材料-6

金属ビスマス本来の色は、

ありきたりな銀白色です

が、酸化被膜の厚さ次第

で青やオレンジ、ピンク、

緑になります。アクセサ

リーとしても優秀ですが、

他の金属と合金化してか

ら酸化させると、超伝導

磁石になります。

記憶力抜群！ インテリジェント材料材料-7

形状記憶合金は、変形後、

一定の温度（変態点）まで

加熱すると、原子の結合の

手が元の位置に戻り、形も

元に戻る特徴を持っていま

す。家電、輸送さらに医療

など幅広い分野に使われて

います。その仕組みと現象
を紹介します。

熊大開発！ 世界最先端の軽量金属材料-1

先進マグネシウム国際研

究センターでは、 世界

最先端の軽量モビリティ

金属材料としてマグネシ

ウム合金を研究していま

す。熊本大学発の軽量・

高強度のKUMADAIマグネ
シウム合金などの展示や

特徴の解説を行います。

電子ビーム！ ナノ・ミクロの世界材料-2

金属材料のナノ・ミクロ

組織は人の目や光学顕微

鏡では見ることできませ

ん。そのため、電子ビー

ムを使った電子顕微鏡を

使用しています。金属材

料のナノ・ミクロ組織を

電子顕微鏡で観察してみ

ませんか。

お持ち帰りできます。（数量限定）
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生命-3応用生命化学教育プログラムの研究室公開テーマ（工学部研究棟II 1F 学生実験室など）

詳しくはホームページをご覧ください。
材料・応用化学科 https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/department/dept4/

応用物質化学教育プログラムの研究室公開テーマ（工学部研究棟II 1F 学生実験室など）

生命-１

資源・環境・エネルギー問題の解決を
目指して魔法の粉「触媒」を作り出す

物化-2

資源・環境問題の解決や再生可

能エネルギー利用は次世代循

環型社会の実現に向けた重要

課題です。

会場ではこれらに関連する化学

反応を巧みに制御する「触媒」と

はどのようなものかを紹介します。
自動車触媒

機能性ナノ・マイクロ球状粒子の開発

ナノ・マイクロサイズの球状微粒子は、

電子材料、化粧品、分離材料、医用

材料など様々な分野で利用されてい

ます。ユニークな形状や特性をもつ

微粒子に関する演示、展示を行いま

す。研究室内を案内し、粒子を作製、

観察、分析するための各分析機器に

ついて解説します。

蛍光発光のポリマーフィルム中へのメモリー化 

蛍光発光するナノ粒子の電子顕微鏡写真 

物化-3 光で操る・光を操る分子の開発物化-4

光で操る・光を操る分子は様々な

分野で応用が期待できます。有機

材料研究室では、光応答性分子

の開発に取り組んでいます。会場で

は、光の力のみで様々な分子物性

を操ることのできるフォトクロミック化

合物について紹介します。紫外光

または可視光照射により色が変わ

る挙動を実験にて確認します。フォトクロミック化合物に
よる色の変化

燃料電池の原理を理解しよう物化-１

燃料電池は水素やアルコールな
どの燃料が酸素と反応するエネ
ルギーを直接電気として取り出し
ます。燃料電池は変換効率が高
く、小型化も可能であることから、
今後の社会を支えるエネルギー
源として期待されています。ここ
では、燃料電池の仕組みを学び、
実際に発電実験を行います。

水素型燃料電池の作動メカニズム

地球環境を守る機能性ナノ材料の創製

化石燃料の大量消費に依存しな
い「低炭素化」の取り組みが益々
重要になっています。
その実現に貢献できるナノ材料を

用いた水素合成・分離・検知技術

や、低エネルギー発光材料の開

発、バイオマスの有用資源化に関

する技術などについて紹介します。

物化-5 高密度流体と電気パルスエネルギーを用い
た未利用資源の分解・変換プロセスの開発

物化-6

細胞の蛍光染色写真

DNA抽出実験の流れ

ナ
ノ
炭
素
シ
ー
ト
水
素
剛
性
膜

生命-1 生命-2

生命-3 生命-4

環境と食・健康に貢献するバイオテクノロジー 基板上に吸着した分子を観察する

ブロッコリーのDNA抽出 固体でも液体でもあるポリマーの不思議
（ソフトマテリアル入門）

井原研究室は主に核酸医薬や核酸

を使ったバイオセンサーに関する研

究を行っています。

今回はDNAに関する簡単な実験の

一つであるDNA抽出の体験会を、身

近な野菜であるブロッコリーを用いて

行います。

DNAや細胞に興味のある人は是非

お越しください。

●薄膜・単分子膜

●ナノメートル

皆さんは分子や原子を観察する

方法を知っていますか？

研究室で使用するプローブ顕微

鏡を使って分子膜の観察を行う

原理や仕組み、その装置を使うこ

とによって得られる例について紹

介します。

生命工学（バイオテクノロジー）は、

生物学と工学との単なる組み合わ

せではなく、化学、物理学、そして、

薬学や農学といった様々な学問が

融合した学際的な学問分野です。

本研究室では生命の持つ様々な機

能あるいは環境との関わりを深く理

解し、これをもとに私たちの暮らしを

豊かにする技術を開発しています。細胞の蛍光染色写真
対象となる小器官や分子によって、
緑、赤、青に染め分けています。

走査型トンネル顕微鏡を用いて
分子膜を解像します。

DNA抽出実験の流れ
身の回りにある野菜を使って、
実際に実験してみましょう。 形状記憶ポリマー

●形状記憶ポリマーや吸水樹脂

●握れる液体、ホムンクルス創成など（ダイラ

タンシー現象）

固体のようで固体でない、液体のようで普通の

液体とは違う挙動を示すソフトマター（柔らかい

材料）と呼ばれるちょっと不思議なポリマー材

料の世界を紹介します。そこには生命の本質に

も関わる深いサイエンスが隠れています。

高密度流体（超臨界CO₂・亜臨
界水）を用いて、農林水産副産
物や食品加工残渣、使用済み
プラスチックスなどから有用化
合物を効率的に回収する技術
を探究しています。また、電気
パルスエネルギーを用いて常
温・常圧下での難分解性物質
の迅速処理や新規機能性高分
子の合成プロセス開発にも取り
組んでいます。
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半導体デバイ ス工学課程
課 程

紹 介 半導体に特化し た国内唯一の学士課程

半導体はスマートフォンなどの情報家電や電子機器、自動車などの工業
製品へ活用されているだけでなく、急速に需要が高まっているAI向けの
プロセッサやGPUなどのアクセラレータ、クラウドサービスの基盤とな
るデータセンターにも広く応用されており、もはや現代の社会を支える
必要不可欠なインフラといっても過言ではありません。半導体デバイス
の製造や開発には材料の化学処理や機械加工、回路の設計や評価、パッ
ケージングなど数多くの工程に対して専門的な知識が要求されるため、
半導体に関連する幅広い分野の修得が必要です。そこで国内の大学で初
めてとなる半導体教育に特化した学士課程として「半導体デバイス工学
課程」（学科相当）が2024年4月に開講しました。
半導体デバイス工学課程では関連する分野を横断して半導体デバイスの
研究開発に不可欠な基礎学問を修得することで、半導体デバイスの製
造・評価・研究・開発に携わり、国内外で需要の旺盛な半導体産業をけ
ん引する人材の育成を目指します。

半導体デバイ ス工学課程の研究室公開テーマ

半導体-1 半導体研究ク リ ーンルームを体験し よう

S6 VBL(ベンチャ ービジネスラ ボラ ト リ ー)棟 6階
601 半導体先端研究ク リ ーンルーム

2023年に稼働し始めた半導体デバイス試作、研究用クリーンルーム。
ゴミが極限に少ない空間で良質な半導体デバイスの試作を行い、エレクトロニクス製品に
不可欠な半導体デバイスの性能向上に貢献します。
最先端のクリーンルームに入室して半導体研究環境を体験しよう。

S2 工学研究機器センタ ー 5階 502室

SIMSは材料系・半導体系の学外22団体、学内12研究室（半導体関連の占有率：学外68％、
学内83％）が活用している使用頻度の高い装置です。2023年度熊本県地方大学・地域産
業創生共同研究プロジェクト、科学技術振興機構の戦略的創造研究推進事業（革新的計測
解析CREST）の採択により、当該装置の重要度が高まってきています。具体的には積層
した半導体チップの深さ方向分析により、信号不良や亀裂の要因となる元素を特定するこ
とで、半導体製造プロセスや諸特性の改善に役立つ測定データが得られます。装置を目の
当たりにして、臨場感を味わおう。

工学部1号館 2階 会議室A
楽しく半導体についてのまるばつクイズに挑戦しませんか？楽しみながら自然と半導体へ
の理解を深められます。
午前と午後で問題も違うので、2回ご参加いただいてもお楽しみいただけます。
クイズは、半導体や電気、情報融合学環や半導体デバイス工学課程に関することなどを予
定しています。クイズに参加してゆるキャラと一緒に楽しみながら学びましょう！

二次イ オン質量分析装置(SIMS)による半導体固体表面・ 界面の微量因子の特定

ゆるキャ ラ と 考える半導体まるばつク イ ズ（ 東大コ ラ ボ企画）

半導体-2

半導体-3

工学部1号館 2階 会議室B
半導体企業に就職した先輩や現役の半導体や電気を学ぶ熊大生と直接お話しできます。
わからないこと、疑問に思うことなど、なんでも質問できるチャンスです！

先輩と交流してスタンプを全て集めた方には特別グッズをプレゼントいたします。ブー
ス：ソニーセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会社（SONY）、
東京エレクトロン九州株式会社（TEL)、熊本大学工学部半導体デバイス工学課程 百瀬研
究室、熊本大学産業ナノマテリアル研究所浪平・王研究室

半導体に携わる先輩と 交流スタ ンプラ リ ー（ 東大コ ラ ボ企画）半導体-4
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熊本大学工学部 半導体デバイ ス工学課程 Webページ

https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/sdp/ (右のQRコードからアクセスできます)

最新の情報は、熊本大学ホームページ、または、熊本大学工学部学科案内のホームページ
( https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp/department/course/ )もあわせて参照してください。

半導体デバイ ス工学課程 質問コ ーナー

工学部2号館 (C8) 1階 212教室

半導体デバイス工学課程は2024年4月にできたばかりで歴史の浅い課
程（学科相当）です。「興味はあるけれどどんな内容？」「ほかの学
科とはどう違うの？」「そもそも半導体ってなに？」「将来の進路
は？」などの疑問について相談できるコーナーを設けています。

また、半導体デバイス工学課程の教員が取り組んでいる研究内容の紹
介や貴重なサンプル等の展示も行っています。
受付と同じ建物（工学部2号館(C8)）1階 212教室で課程の教員が直接
お答えします。どなたでもお気軽にお越しください。

Memo

熊本大学半導体ポータ ル

semicon.kumamoto-u.ac.jp (右のQRコードからアクセスできます)

熊本大学での半導体分野の取り組みを紹介しています。

工学部1号館 2階 会議室C
ケーキ台を改造したスピンコーターを使用し、半導体基板を模した鏡面アクリル基板へ色
付きレジンをスピンコートしてストラップを制作。半導体製造のスピンコートの技術とリ
フトオフの技術を学べます。
中高生（当日参加可能 ※参加者多数の場合、整理券配布予定）定員48名（12人×4回）
①10:00-10:50 ②11:00-11:50 ③13:00-13:50 ④14:00-14:50

スピンコ ータ ー体験 ぐ るぐ るスト ラ ッ プ（ 東大コ ラ ボ企画）半導体-５

工学部1号館 2階 会議室D
使用済みの半導体チップを、ダイヤモンドペンを使ってカットし、レジンに封入してオリ
ジナルのペンダントを作ります。本イベントは女子中高生限定です。
女子中高生（当日参加可能 ※参加者多数の場合、整理券配布予定）
定員32名（8人×4回）
①10:00-10:50 ②11:00-11:50 ③13:00-13:50 ④14:00-14:50

半導体カ ッ ト 体験キラ キラ セミ コ ンペンダント （ 東大コ ラ ボ企画）半導体-６
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熊本大学工学部 

工学部 H P 

土木建築学科公式 X  機械数理工学科公式 X 情報電気工学科公式 X 材料・ 応用化学科公式 X 

工学部では各学科の公式 X アカ ウント をつく り まし た。 入試情報、 学生・ 教員の教育研究活動を リ アル

タ イ ムでお届けし ます。  

フォローしてください  

公式  

半導体デバイ ス工学課程 X 
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盲学校用教材開発サーク ル Soleil （ ソ レイ ユ） 活動紹介

工学部公認（ 予定） サーク ルSoleil
（ ソ レイ ユ） は、 盲教育現場の
「 こ んな教材があれば」 と いう
ニーズを、 モノ づく り でカ タ チに
し 、 希望する全国の盲学校に寄贈
し ている サーク ルです。 こ れまで
に開発や寄贈を行っ た教材の一部
を 紹介し ます。

場所： W2総合研究棟2F 204教室

Kumamoto university Metaverse Architect (KuMA) 活動紹介

工学部公認サーク ルKuMAは、 VR
技術をメ イ ンテーマと し た作品の
制作や展示を行っ ています。 IVRC
を 始めと し たコ ンテスト での入賞
を 目指すほか、 最近は地域の学校
での体験展示会も 行い、 どんどん
活動の幅を広げています。 オープ
ンキャ ンパスではKuMAが制作し
た作品を体験でき るのでぜひお越
し く ださ い!!

場所: W2 総合研究棟 2F 204教室

KuMA Web
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●土木建築学科
テーマ 建屋名 階 部屋の名前

社基－１ 橋の力学

社基－２ X線CTで紐解く地盤の秘密

社基－３ 河川のふるまいと水害のメカニズムを探る

地域－１
画像認識AIで守る、まちの安全
～交通事故リスクの見える化～

地域－２ 水質と環境

地域－３ ウォーカブルなまちを目指して

建築－１ 在学生の設計作品展示

建築－２ 計画系

建築－３ 構造・材料系

建築－４ 環境系

●機械数理工学科
テーマ 建屋名 階 部屋の名前

機械－１ 沸騰させて冷却！ 10 1002室

機械－２ ロボットのセンサを紹介します

機械－３ 制御って何だろう？

機械－４ 動きを捉えるロボットビジョン

機械－５ 原子レベルの凹凸を捉えてみよう 1 105室

機械－６ 環境に優しい微細な水滴と泡の発生システム
機械流体工
学実験室

機械－７ プロペラまわりの流れをみてみよう！
流体機械工
学実験室

機械－８ 超高圧によるリンゴの軟化実験 S８　衝撃実験棟 1 衝撃実験棟

機械－９ すべらない「すべり学」 E５　自然科学研究科研究棟 5 504室

数理－１ 最短経路を探索しよう！ 3 会議室

数理－２ 物理現象をコンピュータで再現しよう！ 2 閲覧室

数理－３ 作図不可能問題を折り紙で解決する！ 数理会議室

数理－４ 計算機を使ってデータ解析をしよう！ セミナー室

●情報電気工学科
テーマ 建屋名 階 部屋の名前

情報－１ 触って感じるバーチャルリアリティ 2 204室

情報－２
リアルな感触！模擬臓器でプチ手術体験―あ
なたの手術の腕前は何点かな？

2 204室

情報－３ 超高速ネットワークと計算システム 2 204室

電気－１ 静電気を発生させよう 2 204室

電子－1 未来の通信を支えるアンテナ技術 2 208室

電子－２
ヘルスモニタチェア～座るだけで心拍・呼吸を
計る～

2 208室

3

W5 工学部研究棟Ⅳ

C3　工学部研究棟Ⅰ

W２　総合研究棟

S９　研究実験棟

2

1

203室

研究室公開テーマ

C８　工学部２号館 1
214教室
及び
各実験室

W１０ 工学部百周年記念館 1
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●材料・応用化学科
テーマ 建屋名 階 部屋の名前

材料－１ 熊大開発！　世界最先端の軽量金属

材料－２ 電子ビーム！　ナノ・ミクロの世界

材料－３ お湯で融ける金属！ 試料準備室

材料－４ 受付・学生なんでも相談室！

材料－５ チタンキーホルダーを作ってみよう！

材料－６ 美しい！　ビスマス・アクセサリー

材料－７ 記憶力抜群！　インテリジェント材料

材料－８ アルミ缶が出来るまで

材料－９ 燃料電池体験ミニ講座

材料－１０ 耳をすませば　金属の声が聞こえるかも?!

材料－１１ 力を見てみよう！

物化－１ 燃料電池の原理を理解しよう

物化－２
資源・環境・エネルギー問題の解決を目指して
魔法の粉「触媒」を作り出す

物化－３ 機能性ナノ・マイクロ球状粒子の開発

物化－４ 光で操る/光を操る分子の開発

物化－５ 地球環境を守る機能性ナノ材料の創製 5 501・502室

物化－６
高密度流体と電気パルスエネルギーを用いた
未利用資源の分解・変換プロセスの開発

生命－１ 環境と食・健康に貢献するバイオテクノロジー

生命－２ 基板上に吸着した分子を観察する

生命－３ ブロッコリーのDNA抽出 6 601室

生命－４ 固体でも液体でもあるポリマーの不思議 1
101室
学生実験室

●半導体デバイス工学課程
テーマ 建屋名 階 部屋の名前

半導体-1 半導体研究クリーンルームを体験しよう
Ｓ６　VBL（ベンチャービジネス
ラボラトリー）棟

6
601 半導体先端研
究クリーンルーム

半導体-2
二次イオン質量分析装置(SIMS)による半導体
固体表面・界面の微量因子の特定

S２　工学研究機器センター 5 502室

半導体-3
ゆるキャラと考える半導体まるばつクイズ（東大
コラボ企画）

C２　工学部１号館 2 会議室A

半導体-4
半導体に携わる先輩と交流スタンプラリー（東
大コラボ企画）

C２　工学部１号館 2 会議室B

半導体-5
スピンコーター体験 ぐるぐるストラップ（東大コ
ラボ企画）

C２　工学部１号館 2 会議室C

半導体-6
半導体カット体験キラキラセミコンペンダント（東
大コラボ企画）

C２　工学部１号館 2 会議室D

●工学部公認サークル等による展示
テーマ 建屋名 階 部屋の名前

盲学校用教材開発サークル　Soleil活動紹介 W２ 総合研究棟 2 204室

熊助組 C８　工学部２号館 1 214教室

Kumamoto university Metaverse Architect
(KuMA) 活動紹介

W２ 総合研究棟 2 204室

レース用EV製作サークル　　　ECRプロジェクト
紹介

C８　工学部２号館 1 エントランス

●工学部研究資料館　公開
テーマ 建屋名 階 部屋の名前

日本の近代化を支えた機械遺産 A１　工学部研究資料館 1

1

S12 マグネシウムセンター

C5 東京エレクトロン イノベー
ションプラザ

W４　工学部研究棟II

101室
化学実験室

1
101室
学生実験室

TEM室
1

東京エレクト
ロン イノベー
ションプラザ

1
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熊本大学黒髪南地区キャ ンパスマッ プ 
 

・ 受付は C８（ 工学部２ 号館） です。  

・ 研究室公開の見学場所は線で示し た建物です。  

・ マッ プ内の記号（ 建築-１ 等） は P.2～P.17 公開テーマの番号に対応し ています。  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

自動販売機： C８ 工学部２ 号館、W10 工学部百周年記念館内、E１ Ｔ Ｋ Ｕ ×マイ スティ ア カ フ ェ テリ ア（ FORICO ） (食堂・ 売店) 

※休憩室と し て、E１ Ｔ Ｋ Ｕ ×マイ スティ ア カ フ ェ テリ ア（ FORICO）(食堂・ 売店)W10 工学部百周年記念館ロビーを開放し ています。  

 

お問い合わせ 

熊本大学自然科学系事務課 工学部教務担当 

〒860-8555 熊本市中央区黒髪 2 丁目 39-1  

TEL： 096-342-3522  FAX： 096-342-3509 https://www.eng.kumamoto-u.ac.jp 

E１ 

Ｗ４ 工学部研究棟Ⅱ 

材料・ 応用化学科 

(物化,生命の全て) 

C３ 工学部研究棟Ⅰ 

機械数理工学科(機械－1～5)  

 

Ｓ９ 研究実験棟 

機械数理工学科(機械－6,7)  

 

Ｓ12 マグネシウムセンタ ー 

材料・ 応用化学科(材料－１ ～3)  

C８ 工学部２ 号館 

受付･質問コ ーナー 

ガールズ進路相談室 

土木建築学科(社基.地域の全て)  

工学部公認サーク ル等  

熊助組・ ECR 

S９ 

W４ 

W２ 
C３ 

S12 

C８ 

赤門 バス停（ 熊本大学前）  

W10 

Ｗ５ 工学部研究棟Ⅳ 

機械数理工学科 

(数理の全て) 

W5 

Ｗ１０ 工学部百周年記念館 

土木建築学科(建築の全て) 

休憩室 

 

Ｓ６ VBL（ ベンチャ ービ

ジネスラ ボラ ト リ ー） 棟 

半導体デバイ ス工学課程 

(半導体－1)  

S６ S２ 

Ｓ２ 工学研究機器センタ ー 

半導体デバイ ス工学課程 

(半導体－2)  

Ａ１ 工学部研究資料館

A１ 

Ｗ２ 総合研究棟 

情報電気工学科 

(情報,電気,電子の全て)  
工学部公認サーク ル等 
Solei l （ ソ レイ ユ）・  KuM A 

C5 東京エレク ト ロ ン イ ノ ベーショ ン プラ ザ 

材料・ 応用化学科 

(材料－4～11)  

C5 

E１  Ｔ Ｋ Ｕ ×マイ スティ ア カ フ ェ テリ ア

（ Ｆ Ｏ Ｒ Ｉ Ｃ Ｏ ）  

休憩室 

S8 衝撃実験棟 

機械数理工学科(機械－8)  

S8 

 

C2 

工学部１ 号館 

半導体デバイ ス工学課程 

（ 半導体－3~ 6）  

 

C2 

 自然科学研究科研究棟 

 機械数理工学科 

 （ 機械－9）  

E5 
E5 

簡単なアンケート を実施いたし ます。  

ご協力のほどよろし く お願いいたし ます。 

アンケート Q R コ ード  


